
め
、
現
役
・
退
職
者
が
一
体
と
な
っ

て
運
動
を
進
め
る
」
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
運
動

は
、
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
充
実
・
強
化
を
図
る
、
相
互
扶
助

の
た
め
の
共
済
生
協
活
動
の
充
実
、

特
に
最
近
は
自
然
災
害
が
多
く
発
生

し
、
会
員
の
生
命
・
財
産
が
脅
か
さ

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発

生
し
た
時
い
ち
早
く
救
済
す
る
た
め

に
も
連
絡
体
制
の
整
備
は
重
要
と
な

り
ま
す
。
退
職
者
の
会
の
基
本
理
念

は
、
何
と
い
っ
て
も
、「
仲
間
同
士

の
助
け
合
い
」
で
す
。
会
員
各
位
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
・
ご
家
族
の
皆
様
に
と
っ
て

二
〇
二
〇
年
が
よ
り
良
き
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

十
一
月
二
十
四
日
に
投
開
票
さ
れ

た
高
知
県
知
事
選
挙
は
、
野
党
統
一

候
補
者
対
自
公
推
薦
候
補
者
の
一
騎

打
ち
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
野

党
統
一
候
補
の
松
本
顕
治
氏
が
六
万

二
千
票
差
で
、
自
公
推
薦
の
浜
田
省

司
氏
に
敗
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
全
与
党
体
制
で
き
た
尾
﨑
県
政

が
尾
﨑
知
事
の
突
然
の
引
退
表
明
と

後
継
者
指
名
で
混
乱
し
、
今
回
の
知

事
選
挙
は
県
民
が
「
選
ん
だ
」
よ
り

「
選
ば
さ
れ
た
」
感
が
強
い
選
挙
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
県
民
自
治
が
ど

の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
か
、
見
定
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
は
「
組

合
員
が
退
職
後
も
健
康
で
明
る
く
安

定
し
た
人
生
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
社

会
保
障
の
充
実
や
生
き
が
い
を
求

し
、
数
の
力
で
ご
り
押
し
す
る
政
治

が
今
後
も
続
く
こ
と
に
危
機
感
を
覚

え
ま
す
。
昨
年
九
月
に
発
足
し
た
改

造
内
閣
で
は
、
発
足
後
間
も
な
く
政

治
と
金
の
問
題
で
二
人
の
大
臣
が
辞

任
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
の
屋
台
骨

が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
い
つ
解
散
総

選
挙
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
消

費
税
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、

我
々
高
齢
者
の
生
活
環
境
・
経
済
環

境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
総
選
挙
が
い
つ
あ
ろ
う
と
も
、

国
の
行
く
末
を
見
誤
ら
な
い
よ
う

に
、
与
え
ら
れ
た
権
利
を
行
使
し
よ

家
族
・
友
人
・
知
人
の
皆
様
に
改
め

ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
二

人
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

参
議
院
選
挙
の
結
果
は
、
安
倍
一

強
政
治
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
安
倍
首
相
は

「
憲
法
に
つ
い
て
論
議
す
る
政
党
」

が
選
ば
れ
た
と
し
て
、
改
正
論
議
を

加
速
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
戦
後

の
平
和
主
義
を
守
る
た
め
、
そ
し
て

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、

安
倍
首
相
の
言
う
憲
法
改
正
は
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
都
合

な
こ
と
に
は
責
任
を
持
た
ず
無
視

　

会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

最
近
は
毎
年
の
よ
う
に
災
害
が
日

本
列
島
を
襲
っ
て
き
ま
す
。
特
に
昨

年
の
一
五
号
台
風
や
一
九
号
台
風
は

関
東
・
東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
完
全

復
旧
は
し
て
い
ま
せ
ん
。Ｎ
Ｔ
Ｔ
高

知
支
店
の
現
職
の
皆
さ
ん
も
情
報
関

連
の
復
旧
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
と
の

こ
と
で
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。
長
期

間
に
わ
た
る
停
電
や
浸
水
被
害
な
ど

現
代
社
会
の
も
ろ
さ
が
露
呈
し
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
災
害
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
や
、
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
災
害
は
忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
で
は
な
く
、

何
時
で
も
や
っ
て
く
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
。
常
に
災
害
か
ら
身
を
守
る

備
え
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
選
挙
の
年
で
し
た
。
統
一

地
方
選
挙
で
の
組
織
内
「
近
藤
強
」

高
知
市
議
会
選
挙
、
参
議
院
選
挙
で

の
「
吉
川
さ
お
り
」
組
織
内
候
補
は

皆
様
の
お
か
げ
で
、
見
事
当
選
を
果

た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ご
支
援
・

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
・
ご

て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
必
ず
来
ま

す
。南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
る
と
、

津
波
が
必
ず
発
生
し
ま
す
。
津
波
は

二
十
㎝
程
度
の
高
さ
で
も
助
か
り
ま

せ
ん
。
地
震
で
揺
れ
た
後
、
家
中
何

が
割
れ
落
ち
て
い
る
か
分
か
ら
な
い

た
め
寝
る
時
に
は
、
必
ず
枕
元
に
靴

を
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、

三
日
程
度
の
食
糧
・
水
の
備
蓄
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
災
害
を
防
ぐ
こ
と

は
出
来
な
く
て
も
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

今
後
と
も
現
退
一
致
で
の
活
動
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、令
和
二
年
、

二
〇
二
〇
年
は
五
十
六
年
ぶ
り
と
な

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。日
本
勢
の
活
躍
、

躍
進
を
心
か
ら
期
待
を
し
て
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

が
り
、
多
く
の
若
者
は
日
本
の
将
来

に
希
望
を
持
て
な
い
状
況
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。こ
の
よ
う
な
状
況
が
、

選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
下
と
も

大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は「
政
治
に
無
関
心
で
も
、

無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
」
た
め
、

自
分
が
信
じ
た
人
に
投
票
す
る
事
に

よって
、政
治
に
対
す
る
責
任
感
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

近
年
、
自
然
災
害
が
大
型
化
し
、

日
本
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
十

一
月
に
、
防
災
士
試
験
を
受
け
る
た

め
、
二
日
間
の
講
習
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
そ
の
時
に
教
わ
っ
た
事
と
し

高
知
市
議
会
議
員
選
挙
で
の
組
織
重

点
候
補
で
あ
る
「
近
藤
強
」
の
七
選

ま
た
、
衆
議
院
議
員
選
挙
比
例
で
の

組
織
内
「
吉
川
さ
お
り
」
の
三
選
を

勝
ち
取
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
喜
ば

し
い
、
令
和
元
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

安
倍
総
理
の
在
任
期
間
が
、
憲
政

史
上
最
長
と
な
り
ま
し
た
。
自
民
一

強
に
よ
る
強
引
で
傲
慢
な
国
会
運
営

に
よ
り
、
様
々
に
浮
か
び
上
が
る
疑

惑
を
の
ら
り
く
ら
り
と
逃
げ
の
び
て

い
ま
す
。
総
理
に
よ
る
、
国
の
私
有

化
、
疑
惑
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
き

ま
す
。
貧
富
の
差
は
ま
す
ま
す
ひ
ろ

　

退
職
者
の
会
会
員
の
皆
様
、
新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
年
は
、
選
挙
に
明
け
暮
れ
る
一

年
と
な
り
、
本
当
に
退
職
者
の
会
会

員
の
皆
様
お
よ
び
、
ご
家
族
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

五
十
六
年
ぶ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
日
本
勢
の
活
躍
、躍
進
を
心
か
ら
期
待

五
十
六
年
ぶ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
日
本
勢
の
活
躍
、躍
進
を
心
か
ら
期
待

Ｎ
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〇
一
八
年
度
慶
弔
会
計
報
告
並

び
二
〇
一
九
年
度
慶
弔
会
計
予

算（
案
）の
提
案
、
さ
ら
に
、
北

岡
会
計
監
査
か
ら
の
監
査
報
告

が
行
わ
れ
、
質
疑
応
答
を
経
て

全
会
一
致
で
議
案
は
承
認
・
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

関
係
及
び
他
団
体
役
員
の
派
遣

に
つ
い
て
弘
田
事
務
局
長
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
期
は
役
員
改
選
の
年
で
あ

り
、
新
役
員
と
な
っ
た
楠
目
慎

一
郎
氏
、
吉
良
温
子
氏
、
武
田

金
人
氏
、坂
本
宣
和
氏
の
紹
介
・

挨
拶
、
今
期
で
退
か
れ
る
東
伸

行
氏
、
竹
田
順
一
氏
の
退
任
挨

拶
、
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
顧
問
と
し

て
ご
苦
労
を
い
た
だ
く
事
と

な
っ
た
今
井
智
氏
に
委
嘱
状

を
、ま
た
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

グ
ル
ー
プ
連
絡
会
の
皆
様
、Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
高
知
支
店
・
グ

ル
ー
プ
会
社
の
皆
様
と
共
に
懇

親
会
を
開
催
し
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。　
　
　
　

 〈
片
岡
保
明
〉

　

議
長
か
ら
総
会
へ
の
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介
の
あ
と
、

吉
川
忠
興
氏
、
松
岡
勝
喜
氏
、

福
島
八
州
輝
氏
に
永
年
役
員
表

彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
弘
田

事
務
局
長
に
よ
る
議
事
日
程
の

確
認
、
続
い
て
二
〇
一
八
年
度

活
動
状
況
報
告
お
よ
び
二
〇
一

九
年
度
活
動
方
針（
案
）の
提

案
、
関
田
副
会
長
か
ら
二
〇
一

八
年
度
一
般
会
計
報
告
並
び
に

二
〇
一
九
年
度
一
般
会
計
予
算

（
案
）、
石
原
副
会
長
か
ら
二
〇

一
八
年
度
福
祉
会
計
報
告
並
び

に
二
〇
一
九
年
度
福
祉
会
計
予

算（
案
）、
吉
川
副
会
長
か
ら
二

市
長
、
山
岡
千
佳
Ｎ
労
高
知
県

グ
ル
ー
プ
連
絡
会
会
長
、
折
田

晃
一
連
合
高
知
会
長
、
島
内
幸

洋
高
退
連
副
会
長
、
坂
本
龍
一

衆
院
議
員
広
田
一
秘
書
、
和
田

英
二
労
金
統
括
支
店
長
、
秀
野

拓
き
ら
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス
四
国

営
業
所
所
長
、
井
上
淳
介
高
知

電
友
会
会
長
、
三
浦
一
臣
電
通

共
済
四
国
ブ
ロッ
ク
推
進
部
長
、

近
藤
強
高
知
市
議
会
議
員
の
皆

様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
五
日（
金
）高
知
三

翠
園
ホ
テ
ル
で
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

退
職
者
の
会
高
知
支
部
協
議

会
」
の
第
二
十
一
回
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
司
会
の
石
原
副
会
長

か
ら
物
故
者
二
十
四
名
が
紹
介

さ
れ
、
出
席
者
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

　

議
長
に
森
景
信
氏（
宿
毛
市
）

を
選
出
し
、國
弘
会
長
の
挨
拶
、

続
い
て
来
賓
の
岡
﨑
誠
也
高
知

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
安
倍
首
相
の
憲
法
改
正

論
議
を
加
速
さ
せ
る
恐
れ
が
あ

る
。
次
の
世
代
に
平
和
を
引
き

継
ぐ
た
め
に
も
、
断
固
阻
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
森
友
・

加
計
学
園
問
題
以
降
、
安
倍
内

閣
の
政
治
と
金
の
問
題
で
早
々

二
人
の
大
臣
が
辞
任
、
ウ
ソ
と

忖
度
と
改
ざ
ん
等
の
政
治
が
続

い
て
い
る
。
桜
を
見
る
会
で
の

不
明
瞭
な
点
に
つ
い
て
も
国
民

を
欺
い
て
い
る
。
来
る
べ
き
総

選
挙
で
は
野
党
の
結
束
を
期
待

し
、
安
倍
政
権
打
倒
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

高
退
連
は
今
後
組
織
拡
大
の

強
化
、
特
に
女
性
会
員
の
拡
大

に
取
り
組
む
。
日
本
退
職
者
連

合
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
現
退

一
致
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
。　
　
　
　
　
〈
関
田
啓
二
〉

連
合
事
務
局
長
野
田
那
智
子
氏

に
よ
る
「
男
女
平
等
参
画
推
進

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
の
特
別
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
み
な
さ
ん
の
労

を
ね
ぎ
ら
っ
て
の
懇
親
会
に
移

行
、県
知
事
・
市
長
選
挙
の
真
っ

た
だ
中
、
お
互
い
の
健
闘
を
称

え
な
が
ら
会
話
も
弾
み
賑
や
か

な
懇
親
会
と
な
っ
た
。

國
弘
会
長
挨
拶
要
旨

　

今
年
も
九
・
十
月
と
台
風
が

関
東
に
上
陸
し
、
関
東
・
東
北

地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
今
年
は
選
挙
の
年
と
な

り
、
参
議
院
選
挙
で
は
安
倍
一

強
政
治
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

告
を
行
い
、
提
案
事
項
に
つ
い

て
の
、
活
発
な
質
疑
応
答
を
お

こ
な
い
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
日
本
退
職
者

　

高
退
連
第
二
十
七
回
定
期
総

会
が
、十
一
月
二
十
七
日（
水
）、

高
知
会
館
で
八
十
二
名
の
会
員

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
森
川
副
会
長
の
司

会
に
よ
り
、
は
じ
ま
り
議
長
に

陰
山
さ
ん
を
選
出
し
た
。

　

冒
頭
國
弘
会
長
の
挨
拶
、
連

合
高
知　

折
田
会
長
を
は
じ
め

来
賓
の
方
々
の
挨
拶
を
う
け
、

議
案
審
議
に
入
っ
た
。
経
過
報

告
二
〇
一
八
年
度
活
動
報
告
・

二
〇
一
八
年
度
会
計
決
算
報

告
・
会
計
監
査
報
告
に
引
き
続

き
第
一
号
議
案
二
〇
一
九
年
度

活
動
方
針（
案
）・
第
二
号
議
案

二
〇
一
九
年
度
予
算（
案
）第
三

号
議
案
規
約
の
改
正（
案
）の
報
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Ｎ
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〃
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“ 安心・信頼、生きがいあふれる21世紀の実現を目指し、共に頑張りましょう ”
ＮＴＴ労組退職者の会高知県支部協議会役員等一同ＮＴＴ労組退職者の会高知県支部協議会役員等一同

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

組
織
内
議
員
団

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

組
織
内
議
員
団

あけましておめでとうございます

こ
ち
ら
は
第
二
十
七
回
高
退
連
総
会

こ
ち
ら
は
第
二
十
七
回
高
退
連
総
会

嘘
と
忖
度
の
安
倍
政
権
に
鉄
槌
を

嘘
と
忖
度
の
安
倍
政
権
に
鉄
槌
を

嘘
と
忖
度
の
安
倍
政
権
に
鉄
槌
を

嘘
と
忖
度
の
安
倍
政
権
に
鉄
槌
を

第
二
十
一
回
支
部
協
総
会
終
わ
る

第
二
十
一
回
支
部
協
総
会
終
わ
る

安
心
・
信
頼
、生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
二
十
一
世
紀
を
!!

安
心
・
信
頼
、生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
二
十
一
世
紀
を
!!



［ 3］ NTT労働組合退職者の会 高知県支部協議会 通信

観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夕
食
懇
親
会
で
は
、

参
加
者
の
会
話
も
弾
み
、
お
酒

も
十
分
に
い
た
だ
き
、西
の
雅
・

常
盤
旅
館
で
は
、
有
名
な
「
女

将
劇
場
」
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
会
員
の
要
望
や

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
参
考
に
し

つ
つ
、
合
同
旅
行
委
員
会
で
検

討
・
企
画
を
し
ま
す
の
で
、
多

く
の
参
加
を
心
か
ら
、
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

是
非
、
組
織
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
ご
意
見
・
要
望
を
届
け

て
く
だ
さ
い
。　
〈
三
宮
正
博
〉

と
案
内
で
道
中
の
バ
ス
移
動
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訪
問
先
は
、
萩
の
「
世
界
遺

産
反
射
炉
」、
明
治
維
新
関
わ

り
の
人
物
な
ど
を
展
示
し
た

「
明
倫
学
舎
」
の
見
学
、
さ
ら

に
海
沿
い
に
赤
い
鳥
居
が
建
立

さ
れ
た
「
元
乃
隅
稲
成
神
社
」

の
参
拝
、岩
国
市
の「
錦
帯
橋
」、

修
理
中
で
鳥
居
が
見
れ
な
い

「
宮
島
厳
島
神
社
」
の
参
拝
と

先
が
中
国
地
方
を
選
定
し
た

が
、
多
く
の
会
員
が
訪
問
し
て

い
る
こ
と
な
ど
、
応
募
が
少
な

い
た
め
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
会

員
へ
働
き
か
け
、
無
理
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
し
か
し
当
初
目

標
と
し
て
い
た
四
十
名
の
参
加

は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

旅
行
は
、土
佐
電
観
光
バ
ス
の

女
性
ガ
イ
ド
の
流
暢
な
ト
ー
ク

　

退
職
者
の
会
・
電
友
会
合
同

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
懇
親
旅
行
、
今

年
も
十
一
月
五
日
〜
七
日
（
二

泊
三
日
）
の
日
程
で
、
会
員
二

十
九
名
が
参
加
し
て
、
山
口
・

広
島
県
の
名
所
旧
跡
め
ぐ
り
・

温
泉
・
グ
ル
メ
な
ど
旅
行
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

合
同
旅
行
委
員
会
で
企
画
、

十
月
か
ら
応
募
を
開
始
、
旅
行

旅の思い出旅の思い出
ＮＴＴＯＢ親睦旅行
2019.11.5～7

鏡
の
前
で
ニ
コ
ッ
と
笑
い
ま
し
ょ

う
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

　

脳
活
性
化
、
認
知
症
予
防
の

ゲ
ー
ム
で
は
、
自
分
は
も
う
認

知
の
領
域
に
入
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
と
思
わ
さ
れ
た
。

　

め
げ
ず
に
、
老
後
は
楽
し
く

陽
気
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

〈
岩
崎
晃
三
〉

え
よ
う
。』『
退
職
後
の
健
康
と

お
金
を
気
に
掛
け
ま
し
ょ
う
』

と
提
起
さ
れ
た
。

　

残
さ
れ
た
人
生
を
ど
う
生
き

る
か
で
は
①
楽
習
、
②
ス
ポ
ー

ツ
、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
何
か
や
り
た
い
こ
と
は

な
い
か
？
一
度
や
っ
て
み
る
。

　

と
に
か
く
よ
く
笑
う
、
毎
朝

　

二
〇
一
九
年
十
二
月
十
一
日

（
水
）、
文
化
講
演
会
が
高
知
商

工
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師

は
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

小
松
む
つ
子
さ
ん
。

　

講
師
か
ら
、『
人
生
一
〇
〇

年
時
代
。
第
二
の
人
生
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？
人

生
の
計
画
が
大
事
で
年
金
に
合

わ
せ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考

ＮＴＴＯＢ　
　親睦旅行
ＮＴＴＯＢ　
　親睦旅行

「
秋
吉
台
・
カ
ル
ス
ト
展
望
台
」「
萩
」「
元
乃
隅
人
社
」「
宮
島
・
厳
島
神
社
」な
ど
見
所
満
載
の
三
日
間

「
秋
吉
台
・
カ
ル
ス
ト
展
望
台
」「
萩
」「
元
乃
隅
人
社
」「
宮
島
・
厳
島
神
社
」な
ど
見
所
満
載
の
三
日
間

山
口
・
広
島
県
の
名
所
・
旧
跡
周
遊

山
口
・
広
島
県
の
名
所
・
旧
跡
周
遊

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

老
後

楽

陽
気

を

し
く

に

ををを

し
く
し
く
し
く

ににに
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が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
き
な
窓

か
ら
太
平
洋
を
見
渡
し
、
海
の

幸
・
山
の
幸
に
舌
鼓
。
杯
が
進

む
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
元

気
で
活
躍
し
て
い
る
近
況
報

告
、
趣
味
や
旅
行
な
ど
の
話
に

花
を
咲
か
せ
、
女
性
を
中
心
に

カ
ラ
オ
ケ
、
男
性
の
笑
寸
劇
な

ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
来
年
も
元
気
で
会
お
う
ね
」

と
再
会
を
確
認
、
解
散
と
な
り

ま
し
た
。　
　

 　
〈
吉
川　

都
〉

　

十
月
十
九
日（
土
）高
知
北
地

区（
旭
・
福
井
・
横
内
等
）Ｏ
Ｂ
会

が
春
野
町
の
温
泉
施
設
「
は
る

の
の
湯
」
で
開
催
さ
れ
た
。
参

加
者
は
十
二
人
で
、
例
年
は
円

行
寺
に
あ
る「
湯
の
川
温
泉
」で

春
桜
満
開
の
こ
ろ
に
実
施
し
て

い
た
が
、「
湯
の
川
温
泉
」
施

設
が
使
用
で
き
な
い
等
、
諸
般

の
事
情
で
こ
の
時
期
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
場
所
で
あ
っ
た
が
、
久
し

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
す
会
員
も
お

り
、
お
い
し
い
料
理
を
味
わ
い

な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
親
交
を
温
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

今
回
の
世
話
人
は
「
市
川
喜

美
雄
」
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
次

　

九
月
三
十
日（
土
）高
知
南
地

区
交
流
会
が
月
の
名
所
と
歌
わ

れ
る
桂
浜
、そ
の
松
林
と
砂
浜
、

紺
碧
の
海
が
一
望
で
き
る
「
国

民
宿
舎
桂
浜
荘
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
開
催
前
に
土
佐
が
生

ん
だ
幕
末
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
坂
本

龍
馬
記
念
館
」
を
見
学
。
龍
馬

の
手
紙
な
ど
貴
重
な
資
料
を
鑑

賞
、
映
像
や
音
声
を
効
果
的
に

用
い
た
体
験
型
展
示
で
、
龍
馬

の
生
涯
や
幕
末
の
出
来
事
が
よ

く
わ
か
り
楽
し
い
一
時
を
す
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
十
八
人
の
仲
間
が

参
加
、
関
田
啓
二
さ
ん
の
司
会

で
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
退
職

者
の
会
・
吉
川
副
会
長
よ
り
吉

川
さ
お
り
三
選
と
統
一
地
方
選

挙
へ
の
感
謝
の
挨
拶
が
あ
り
大

西
脩
子
さ
ん
の
司
会
で
懇
親
会

回
か
ら
は
「
岡
田
和
」
さ
ん
が

世
話
人
と
な
っ
た
。
来
年
は

も
っ
と
多
く
の
会
員
に
参
加
し

て
も
ら
う
よ
う
お
互
い
に
協
力

す
る
こ
と
を
誓
い
散
会
し
た
。

〈
國
弘　

昭
〉

※年収400万円以下の方でも、還付の対象になる場合があります。
　特に今年退職された方は確定申告をされたほうが良いと思います。
　本年の確定申告相談会は、下記の日程で開催されます。
　相談内容は、退職金・年金・医療費の控除です。
　なお、譲渡所得・事業所得・株式等の配当控除についての相談は
受け付けていません。

2019
年度
確定申告
無料相談会
確定申告
無料相談会

受付時間　9：00～17：00

須崎会場　2020年 2月 3日（月）10時～ 15時
　場所：四国ろうきん須崎支店２階　　募集定員：30名

高知会場　2020年2月4日（火）～5日（水）9時30分～15時
　場所：高知会館３階　　　  募集定員：60名（両日とも）

安芸会場　2020年 2月 6日（木）10時～ 15時
　場所：四国ろうきん安芸支店　　　　募集定員：30名

南国会場　2020年 2月 7日（金）10時～ 15時
　場所：四国ろうきん南国支店　　　　募集定員：30名

各会場の日程と定員

2020年
1月9日（木）～１月17日（木）まで
高知県労働者福祉協議会
☎ 088ー824ー3583 / 088ー824ー5533

予約
受付期間
予約

受付期間

予約
申し込み先
予約

申し込み先

お間違えないように
お願いします

予約制です。必ず事前に電話での予約をお願いします。

　SNS映えという言葉があります。語意としては…PC、スマートフォ
ン向け写真共有SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
に投稿した写真や、その被写体などに対して見映えがする、おしゃれ
に見える、という意味で用いられる表現（※コトバンク）だそうです。
　自身も5年以上使っているSNSサービスの1つ、LINE（ライン）
でのアイコンは自身の顔写真でしたが、今年に入りSNS映えを意識
した写真にしようと一念発起。
　が、いろいろ試してみるも「こ
れは！！」といった写真に出会えず
半年経過してしまいました。
　そこで、11月某日愛媛からの
帰りに映えを求め国道33号線付
近で停車しては撮り（写真：1）、停
車しては撮り（写真：2）を繰り返
しました。
　気候も良く、映えるスポットで
は複数の『映え仲間？？』とお話し
もでき、また秋の紅葉も合わせて
楽しむことができました。しっか
りと準備している方は一眼レフカ
メラで光源なども意識しながら
撮っており、撮り方のアドバイス
も教わり、カメラの傾け方や光源
をうまく使う撮影の仕方も勉強で
きました。
　最終的には国道194号線にあ
る『にこ淵』まで行き、仁淀ブルー
の自身の中では納得のできる１枚
（写真：3）も撮れ、現地でさっそ
く LINE のアイコンを変更しまし
た。
写真としても光を最大限に取り入
れ仁淀ブルーの青さを表現できた
のでは？と思っています。

〈事務局次長　楠目慎一郎〉

喜 哀怒 楽 第42回

SNS映え
ば

地
域
だ
よ
り

地
域
だ
よ
り

OB
会
模
様

OB
会
模
様

高
知
北
地
区

（
旭・福
井・横
内
等
）

高
知
北
地
区

（
旭・福
井・横
内
等
）

高
知
南
地
区
交
流
会

高
知
南
地
区
交
流
会

龍
馬
記
念
館
も
見
学

龍
馬
記
念
館
も
見
学

（写真：1）（写真：1）

（写真：2）（写真：2）

（写真：3）（写真：3）
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こんな具合よねこんな具合よね総会返信

ハガキよ
り総会返信

ハガキよ
り

次号につづく

二人で一人前、元気なうちにと助け
合いながら旅行を楽しんでいます。

有友　万里（四万十市）

いつもありがとうございます。いつもお世話になります。8月に後期高齢者に
なりました。元気で過ごせるようにウォーキングや食事には頑張っております。
総会の成功を祈念しております。　　　　　　　　　安養寺宏子（高知市）

健康維持行動（週１の健康ボウリング）と日が重なり相当悩みましたが…残
念ながら今年も欠席とさせていただきます。総会の成功を祈念いたします。

市川喜美雄（高知市）

いつもお世話になります。ほぼ元気
で健康維持のためウォーキングをし
ています。　市川　秀幸 （須崎市）

元気にしています。日々忙しく行動を
しております。一柳久寿猪（高知市）

腰痛のため養生中です。
伊藤　昭夫（香南市）

長男は東京に住んで年に３～４回
帰ってきます。二男が近くにいます
ので二人を上手に利用しています。

井上　幸子（いの町）元気に楽しく過ごしています。
井上　多津（南国市）

生きてます。
今西　稔（高知市）

お知らせありがとうございました。
植田多賀子（高知市）先月白内障の手術を両眼ともしました。急に年を取った感じです。近況は…二年

目になりますが民間の学童を姉とやっています。小学生と一緒に毎日放課後、宿
題を見たり教えたりしています。そこで退職された先輩方々で趣味で俳句・硬筆・木工をされている方…子供たちに教えて
いただけたらありがたいです。１～２時間くらいなら…と思われる方がおられたらご連絡いただきたいです。夏休み等の長期
休（冬休み、春休み）に…ホームページは「未来のこどもクラブ」で検索できます。宜しくお願いします。上本　晴子（高知市）

まあまあで過ごしています。
遠藤　博文（高知市）

いつもお世話くださってありがとうございます。いたわり合い、はげまし合い半世
紀何とか…9 月 1 日高新主催の金婚式に出席することが出来ました。ありがたい
ことです。これからも仲良くやっていきたいと思っています。大﨑起美代（高知市）

いつもお世話になっております。
大﨑　順平（高知市） 人工喉頭にも少し慣れてきて、少しは声が出だしましたが、まだ会話する迄

にはなっていません。喉頭全摘出手術に伴う不具合はあるものの元気にやっ
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大須賀英男（高知市）元気で過ごしています。

大野  鈴子（高知市）
人生80代の大台に乗った二人ですが、最近は家のリフォームに取り組み、外
壁を明るい赤茶色に塗り替えて元気色にしました。外出先から帰って我が家
を見ると何だかホットして心が和みます。　　　　　大原　和代（四万十市）

毎月病院です。
岡林　綾美（いの町）

残念ながら４年近く入院中であり、
外出は寝台付介護の状態です。

岡林　利枝（高知市）

総会のご案内頂きましたが看護・介
護のため欠席します。ご盛会をお祈
りします。　岡村　雅夫（高知市）

一年前に左膝の手術をしましたが痛
みはなくなり良いほうの右足を大事
にして少しずつリハビリをしながら
OBさんのやっている店へ自転車で
お茶をしに行くのが運動です。一年
一年が台風のように早く過ぎます。

岡本祐三・孝子（須崎市）総会からの出席について丁度金曜日
は孫の守の日です。残念ですが 16
時以降参加させてください。

沖本　恭一（高知市）

富士山に一度も登らぬバカ、二度登
るバカと聞きますが、今年も8月に
続けて三度目は大バカでしょうか。
山頂のお鉢巡りでご来光をを拝んで
きました。73歳にはきついです。来
年は無理かも。 筧　静夫（高知市）

日々楽しく過ごしています。
片岡　徳雄（高知市）

返送が遅くなり申し訳ありません。 
苅谷　勲（野市町）

家ではサラあらいマン、外では出た
きりマン、人生楽しんでいます。

兼松　憲一（高知市）

今年12月で後期高齢者の仲間入り。
現役を引いて20年、頗る健康です…
と思います。北岡南海雄（高知市）

今回は出席できません。皆様によろ
しく。　　　北岡　範道（高知市） 稲作とトマトハウスの手伝い、趣味

のゴルフと元気で過ごしています。
北添　孝裕（日高村）

返事が遅れて申し訳ありません。予
定が入っておゆるし下さい。

北村　恵美（高知市）１０/２５（金）は業務で出席できませ
ん。宜しくお願いします。

清遠　真介（香南市） 病院入院中です。
久保　正江（高知市）

ご案内有難うございます。参加でき
ず申し訳ございません。

公文　義政（高知市）いつもお世話になっています。
齋藤　益代（丸亀市） 時々ゴルフ！ちょくちょくお酒！まあ

まあ元気でやってます。
佐伯　有信（高知市）

貧乏暇なし、退職者の会役員、高
退連南国役員、労金友の会役員、
市企画委員､ボランティア、地域ソ
フトボールなど老体と相談しつつ奮
闘中です。　三宮　正博（香美市）

元気で生きています。
嶋岡　宏介（佐川町） 元気です。

島本　禮碩（高知市）総会が盛会裡に終えられるよう祈念
いたします。國弘さんへ「夏の参院
選で家まで来てもらってすみません
でした」会いたかったです。元気そ
うですね。下村　　満（宿毛市）

膝の具合が不良で困っています。
末永　雄一（高知市）

一週一回病院に検査等に通院してい
ます。年一回はドックに入りましょう。

秦泉寺昭雄（南国市）

体調不良により今年は欠席します。
仙頭　哲夫（安芸市）

平均年100回位の観光ボランティア
ガイドに今年度も頑張ります。やれる
ところまで…。曽我　純司（安芸市）

いつもお世話になっています。今年
の六月に思い切って免許証を返納し
ました。それ以来不自由な毎日を送っ
ております。曽我部昌江（高知市）

入退院をしています。
田上　実（いの町）

雑草を一つ二つ抜きミニトマトの脇
芽を摘んだり…いつしか晩酌、「ま
もなく雪山の麗しが待ってます。ご
盛況を！　　田岡　隆範（長野市）

元気にやっています。皆様のご健康
と幸福を願ってます。

高鴨　憲夫（須崎市）あまり体の調子が良くない。
武市信比古（南国市） 令和元年の近く3月に交通事故があ

り通院していますが大分よくなってき
ました。各地にC局ができた時の状
態を知りたい。竹中小枝子（高岡郡）

ご無沙汰しております。先日はNTT
労組新聞9月14日付けに掲載頂き
驚いて拝見しました。県外のNTT
仲間から見たよとの便りがありまし
た。有難うございました。総会の盛
会をお祈りいたします。

田中　一郎（高岡郡）

元気です。
田中　尚（高知市）

春から秋までの間、ほぼ毎日草刈り
機で草刈…今年の猪の暴れようはひ
どく修復に疲労困憊で出歩く元気も
ありません。　谷　正旗（中土佐町）

脊柱管狭窄症で10月２３日～11月 7
日まで手術で入院の予定です。

田内　俊作（高知市）

体調不良で欠席します。
高砂　博（高知市）

半分元気、半分病気、何とか頑張っ
てます。

谷川　寿賀（高知市）
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で
き
る
。

　

小
学
校
の
時
室
戸
港
で
遊
泳

中
に
溺
れ
救
助
さ
れ
、
室
戸
岬

沖
へ
釣
り
に
行
っ
た
青
年
の

時
、
突
然
海
が
荒
れ
だ
し
て
溺

れ
か
け
助
か
っ
た
こ
と
や
、
友

人
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
車
が
二

十
五
メ
ー
ト
ル
下
の
田
圃
へ
転

落
し
た
が
、
幸
い
に
も
軽
症
で

済
ん
だ
が…

。
そ
し
て
九
年
前

に
大
病
を
患
っ
て
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
へ

運
ば
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
死
ん
で
も
お
か
し
く

な
い
ほ
ど
の
出
来
事
で
あ
っ

な
つ
か
し
き
占
い

初
田
　
龍
二

（
室
戸
市
）

　

ず
い
分
と
昔
の
こ
と
だ
が
、

私
は
こ
れ
ま
で
三
度
手
相
を
見

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
別

に
興
味
が
あ
っ
て
と
い
う
訳
で

は
な
く
面
白
半
分
の
軽
い
気
持

だ
っ
た
。

　

一
度
目
は
、
松
山
市
の
大
街

道
で
、二
度
目
は
室
戸
の
局
で
、

三
度
目
は
ど
こ
だ
っ
た
か
、
ま

る
で
記
憶
に
な
い
。
当
た
る
も

八
卦
、
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
の
占

い
だ
か
ら
と
別
に
気
に
も
と
め

て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
易

者
に
掌
を
見
せ
る
と
三
度
と
も

開
口
一
番
「
あ
な
た
は
長
生
き

し
ま
す
ね
」で
あ
っ
た
。人
間
っ

て
え
い
加
減
な
も
の
で
、
一
度

だ
け
だ
っ
た
ら
笑
っ
て
済
ま
し

た
ろ
う
に
、
三
度
プ
ロ
級
の
易

者
に
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
、

つ
い
つ
い
本
当
か
な
ー
。
そ
れ

じ
ゃ
と
都
合
良
く
そ
の
気
に
な

る
も
ん
で
あ
る
。
七
十
八
歳
に

な
っ
た
今
も
そ
の
思
い
が
継
続

し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

自
分
が
体
験
し
た
災
難
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
今
ま
で
命

を
在
え
て
こ
ら
れ
た
の
が
納
得

た
。
生
き
て
い
る
の
が
不
思
議

な
く
ら
い
だ
。
す
ご
く
運
が
良

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
ひ
き
か
え
溺
れ
た
時

に
助
け
て
も
ら
っ
た
二
人
の
友

人
と
、
仲
の
良
か
っ
た
親
友
二

人
は
す
で
に
亡
く
な
り
、
生
き

長
ら
え
て
い
る
の
は
中
途
半
端

な
自
分
一
人
だ
。
大
体
人
間
っ

て
い
う
奴
は
人
の
い
い
者
と
か

頭
の
い
い
者
が
早
く
死
ぬ
も
の

で
役
に
立
た
な
い
奴
が
長
生
き

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
四

人
の
友
達
に
申
し
訳
な
い
。

　

そ
し
て
占
い
と
い
う
も
の
は

信
じ
な
く
て
も
い
い
が
、
馬
鹿

に
す
べ
き
で
は
な
い
と
痛
感
し

て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

夢
と
希
望
を
持
っ
て

竹
村
　
公
子

（
香
南
市
）

　

令
和
元
年
十
月
十
日
、
私
は

八
十
才
に
な
り
ま
し
た
。
傘
寿

だ
か
ら
と
、
子
や
孫
た
ち
が

祝
っ
て
く
れ
て
嬉
し
い
反
面
、

心
の
中
で
と
う
と
う
こ
ん
な
歳

に
な
っ
た
ん
だ
あ
ー
と
、
何
度

も
何
度
も
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し

た
。

　

年
齢
は
、
毎
年
一
才
ず
つ
増

え
て
ゆ
く
も
の
で
す
か
ら
、
こ

の
日
が
来
る
こ
と
は
、
ま
え
か

ら
わ
か
っ
て
い
る
の
に…

で
す
。

　

八
十
才
と
い
え
ば
、
ほ
ん
と

に
ヨ
ボ
ヨ
ボ
婆
さ
ん
だ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
て
い

た
の
で
す
。そ
れ
と
い
う
の
も
、

母
や
姉
や
近
所
や
身
に
近
い
老

人
た
ち
か
ら
「
ま
あ
、
八
十
に

な
っ
て
ご
ら
ん
。
身
体
は
動
か

ん
、
あ
ち
こ
ち
痛
い
、
も
の
は

忘
れ
る
、
ひ
と
つ
も
良
い
事
な

い
よ
。」
と
、
事
あ
る
ご
と
に

聞
か
さ
れ
て
き
て
い
ま
し
た
か

ら
、
無
意
識
の
う
ち
に
そ
れ
が

染
み
込
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
去
年
の
春
先
、

夜
中
に
ト
イ
レ
に
起
き
よ
う
と

し
て
、
思
わ
ず
尻
も
ち
を
つ
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は

し
ば
ら
く
痛
く
て
じ
っ
と
し
て

い
ま
し
た
が
、布
団
の
上
だ
し
、

大
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

と
、
せ
っ
せ
と
買
い
物
に
も
歩

い
て
、
鍛
え
な
き
ゃ
あ
と
い
う

気
持
ち
で
い
た
の
で
す
。
そ
し

て
一
週
間
た
ち
ま
し
た
。
足
が

痛
く
て
、
ビ
ッ
コ
を
引
き
は
じ

め
ま
し
た
。
お
嫁
さ
ん
に
整
形

外
科
へ
連
れ
て
ゆ
か
れ
ま
し

た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
、Ｍ
Ｒ
Ａ
も

と
り
ま
し
た
。
お
医
者
さ
ん
曰

く
「
腰
の
骨
が
折
れ
か
け
て
い

る
。
無
理
を
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
ば
ら
く
注
射
に
通
っ
て
く
だ

さ
い
」。
そ
れ
か
ら
二
か
月
、

注
射
に
通
っ
て
や
っ
と
良
く
な

り
ま
し
た
が
、
今
度
は
左
目
の

緑
内
障
が
進
ん
で
失
明
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。身
障
者
五
級
。

　

八
十
ど
こ
ろ
か
七
九
・
七
九

（
な
く
な
く
）
の
年
で
し
た
。

退
職
し
て
も
う
す
ぐ
三
十
年
、

ご
一
緒
に
仕
事
を
し
た
方
や
そ

う
で
な
い
方
も
、
こ
の
組
織
の

中
に
い
る
か
ら
こ
そ
、
消
息
も

判
っ
て
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
小
さ
く
て
も
よ
い
夢

や
希
望
を
持
っ
て
、
少
し
で
も

元
気
に
生
き
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー 誌面で伝える

あんなコト、
こんなコト…

誌面で伝える
あんなコト、
こんなコト…

「長寿手帳いただきました」
　先日、退職者の会の集まりに初めて参加して、久しぶりに懐かしい方達と
会い、お喋りをし楽しい時間を過ごしました。皆さん頑張っていてすごいで
す。そしてまた同期の仲間達が六十五歳で契約を終え退職する時期になり、
同期会も持ちました。
　いよいよ時の流れは、長寿手帳を持つ高齢者に突入。脳トレを兼ねて、二
年間退職者の会の集まりに参加させてもらいます。　  〈四万十町　吉良温子〉

「 次 か ら 次 へ と 」
　二〇一八年十一月、玄関前で転倒、段差の隅に左腕を強打。自分の体重で
複雑骨折し即入院・手術。退院後も毎日リハビリ通い。一年後の最近やっと
普通の生活が出来るようになったと思ったら、今度は膝。以前から変形性膝
関節症で痛みはあったが、腕が楽になったら、足の痛みが強くなり歩行が辛
くなり始めた。
　二〇二〇年は、リハビリに励み足に筋肉をつけ、体重を減らし、膝への負
担を軽くして、痛みなく歩行出来るように頑張りたい。次はどこが痛くなる
ことやら。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈高知市　久保田智子〉

「高齢化チョンボ！ 2 0 1 9」
　「後期高齢者」2年目に入った。
　高齢化チョンボ（忘れ+ヒヤリハット+お口）は、毎日のようにやって来る！
全部紹介すると、この枠に入りきらない。そこで、究極のチョンボ解消の心
がけを考えた。
① 「あわてず・ゆっくり・慎重に」
② 「見ざる・言わざる・聞かざる」
　しかし、その心がけをすぐ忘れる⇒つける薬はない？
　それでは皆様、慌てずスローで、お元気で…。　　　　〈香美市　足達裕昭〉

「 金 毘 羅 参 拝 」
　毎年恒例の金毘羅宮参拝に行った。数年前から膝痛に悩まされ、本宮まで
行き着けず神馬のいる広場で皆の帰りを待って
いた。今年はスローペースながら、杖をたより
に785段を完歩、本宮に参拝できた。帰りの下
りはきつかったが、コツコツと続けている筋活
運動の効果てきめん。よし、来年も頑張ろう。

〈土佐市　森田　豊〉

「長寿手帳いただきました」
　先日退職者の会の集まりに初めて参加して、久しぶりに懐かしい方達と会い、お喋りをし楽しい時間を過ごしました。皆さん頑張っていてすごいです。そしてまた同期の仲間達が六十五歳で契約を終え退職する時期になり、同期会も持ちました。いよいよ時の流れは、長寿手帳を持つ高齢者に突入。脳トレを兼ねて、二年間退職者の会の集まりに参加させてもらいます。
〈四万十町　吉良温子〉

「 次 か ら 次 へ と 」
　二〇一八年十一月、玄関前で転倒、段差の隅に左腕を強打。自分の体重で複雑骨折し即入院・手術。退院後も毎日リハビリ通い。１年後の最近やっと普通の生活が出来るようになったと思ったら、今度は膝。以前から変形性膝関節症で痛みはあったが、腕が楽になったら、足の痛みが強くなり歩行が辛くなり始めた。
　二〇二〇年は、リハビリに励み足に筋肉をつけ、体重を減らし、膝への負担を軽くして、痛みなく歩行出来るように頑張りたい。次はどこが痛くなることやら。
〈高知市　久保田智子〉

「高齢化チョンボ！ 2 0 1 9」
　「後期高齢者」2年目に入った。
　高齢化チョンボ（忘れ+ヒヤリハット+お口 (くち )）は、毎日のようにやって来る！全部紹介すると、この枠に入りきらない。そこで、究極のチョンボ解消の心がけを考えた。
①「あわてず・ゆっくり・慎重に」
②「見ざる・言わざる・聞かざる」
　しかし、その心がけをすぐ忘れる⇒つける薬はない？
　それでは皆様、慌てずスローで、お元気で…。
〈香美市　足達裕昭）
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投稿募集中！
◆ 近況や趣味・書評等々テーマは限定しませ
んが字数は400字程度とします。

◆ 俳句・川柳・短歌等も載せたいと思います。

　編集委員や幹事から投稿依頼がありましたら、
ご協力をお願いします。
　もちろん、自主的投稿も大歓迎です。

投稿募集中！
◆ 近況や趣味・書評等々テーマは限定しませ
んが字数は400字程度とします。

◆ 俳句・川柳・短歌等も載せたいと思います。

　編集委員や幹事から投稿依頼がありましたら、
ご協力をお願いします。
　もちろん、自主的投稿も大歓迎です。
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